
つく力 プロセス通し 生き方に

Ｋｅｙｗｏｒｄ：共同制作，コミュニケーション，切磋琢磨

私は，共同制作における“美術による教育”の

可能性は大切にしたいと考えてきました。

自分流が大切にされる美術教育においてはなお

さらのことと位置づけてもきました。なにしろ共

同制作は終始他者を意識しながら展開しなければ

ならない活動だからです。

掲載作品は，卒業記念として後輩達に遊具をプ

レゼントしたいという思いに発し「空飛ぶクジラ

（遊具）」に結実したものです。「ひとりの小さな

手，なにもできないけど，それでもみんなが手と

手を合わせれば，なにかできるきっとできる」と

口ずさみつつ，寒風の中，みんながんばりました。

先輩からのプレゼントに大喜びッ！後輩たち早速遊びはじめました。（広島大学附属東雲小学校）

*1 若元澄男編「図画工作・美術科重要用語３００の基礎知識」,明治図書,2000.8

粘土もね 五感触発 脳に効く

Keyword：手でみる，五感覚総動員，脳形成

人間の触覚のすばらしさ，五感覚総動員で“感じる”とはどういうことなのかなど

について子どもたちに知らせたく「手を目にしよう
*1
」と４年生で実施した私の開発題

材です。手で“みた”形を粘土に置きかえています。（上掲写真２枚）

粘土（自然土）には掛け替えのない特質があります。それは押したら手指の作用が

そこに残る可塑性です。心地よい“おともだち”の要因かもしれません。にもかかわ

らず小学校の１年生（４月）で「ねんどは嫌い」と言う子どもがいました。「手がくさ

くなるからいや」，「手がネチネチするからきらい」と「油粘土」への抵抗です。こん

なことで“おともだち”を奪うのはいけません。適正な「材料環境〈か（Page18）〉」

を整えることは教師の大事な仕事のひとつです。

ぞうとふくろう／４歳児（同左）

アイマスクはハンカチを使って自作 ディスカバー触覚／手を目にしよう（４年生）

おうちのひととくるまにのってるよ（同左）おばけ／３歳児（あさひ幼稚園）
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